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「板チョコ１枚から作るかわ

いいチョコレートのお菓子」

若山曜子／著

　普段はお菓子など作らな
い私ですが、図書館に来て
チョコレートで作るお菓子
の本を見つけました。たくさんのレシピ、楽し
み方も掲載されています。チョコレートに魔法
をかけて、大切な人へプレゼントしてみてはい
かがでしょうか。　　　　　　　（M・Sさん）

「北海道あるある」

　　　　　　　　岡田　大／著

　北海道で生まれ育つと、当た
り前すぎて気づかない、「ミス
ター」といえば長嶋ではなく鈴
木貴之。住所を書く際に北海道と書いたあとに
都道府県の「道」を丸で囲む。「ゴミステーショ
ン」や「手袋をはく」といって笑われた。など
道民ならではの「あるある」ネタが満載です。

私の好きな本図書館員のオススメ

〜 おはなし会とおはなしどんどん 〜

　図書館ボランティア「もみじ」によるおは
なし会は、当日まで何が見られるかわかりま
せん。紙芝居だったり絵本だったり…。
　いつも楽しい30分です。小さなお子さん
とご一緒に、小学生のお友だち同士で、ぜひ
カウンター横「絵本の部
屋」に遊びにきてくださ
い。

４月の予定
　３日（水）・17 日（水）
　午前 10 時 30 分〜 11 時
　
　おはなしどんどんは、来てくれた方がお話
を選びます。自分の好きな絵本や読みたかっ
た絵本、読んでみたいけど漢字がある絵本、
それに紙芝居でもOKです！ そのリクエスト
にお応えして、図書館職員が読ませていただ
きます。こちらも絵本の部屋で行っています
ので、遊びに来てください。

４月の予定
　13 日（土）・27 日（土）
　午前 10 時〜 11 時、午後２時〜３時

▼
新
刊
案
内
▲

一 般 教 養 書

一 般 文 芸 書

文庫・新書

絵本・児童書

■ この他にも新刊を用意しています。ぜひご来館ください。

貧乏暇あり 札幌古本屋日記　　　／須賀章雅
革命の季節 パレスチナの戦場から／重信房子
ずさんな家計を整えました。　　／上大岡トメ
就職・転職に有利な女性の資格全ガイド’14
年度版　　　　　　　　　／成美堂出版編集部

神様からの宿題　　　　　　　　 ／山本育海
切に生きる　　　　　　　　　 ／瀬戸内寂聴
路（ルウ）　　　　　　　　　　  ／吉田修一
ａｂさんご　 　　　　　　　　　／黒田夏子

幕末巨竜伝（双葉文庫）　　　　／津本　陽
死笛（光文社文庫）　　　　　　／鳥羽　亮
11センチのピンヒール（小学館文庫）／ LiLy
人間の土地 改版（新潮文庫）
　　　　　　　　　　 ／サン・テグジュペリ

天文学 きらめく世界！　　／ダン・グリーン
夜空のダイヤモンド　　　／あんびるやすこ
富士山うたごよみ　　　　　　　 ／俵　万智
サマーウォーズ（角川アニメ絵本）
　　　　　　　　　　　　　　　 ／細田　守
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感
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感
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ぶ
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辺
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た
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の
半
年
間
に
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド

マ
ツ
の
種
が
こ
の
わ
ず
か
な
地
面

の
上
へ
雪
解
け
水
と
共
に
流
れ
着

き
、
か
な
り
の
量
が
ま
と
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
つ
い
ば
み
に
小

鳥
が
集
ま
り
ま
す
。な
か
で
も「
ウ

ソ
」
と
い
う
名
の
鳥
は
種
子
が
大

好
き
で
、
春
先
に
は
良
く
地
面
で

食
事
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿
を

見
か
け
ま
す
。

　

ウ
ソ
の
雄
は
喉
か
ら
胸
の
あ

た
り
ま
で
紅
梅
色
で
実
に
美
し

い
鳥
。
ま
だ
、
花
の
時
季
を
迎

え
て
い
な
い
色
数
の
少
な
い
然

別
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に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

「
フ
ィ
ッ
、
フ
ィ
ッ
」
と
涼
し
げ

な
鳴
き
声
を
発
し
、
彼
ら
の
姿
も

声
も
春
の
風
物
詩
の
１
つ
で
す
。

陽
光
が
暖
か
さ
を
森
へ
届
け

て
く
れ
る
と
野
鳥
た
ち
が

「
恋
歌
」（
さ
え
ず
り
）
の
練
習
を

始
め
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
に
求
愛

す
る
た
め
、
ま
た
縄
張
り
を
主
張

す
る
た
め
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恋
歌
」
は
彼
ら
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
の

善
し
悪
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で
パ
ー
ト
ナ
ー
や
縄
張

り
が
決
ま
る
の
で
す
か
ら
、
本
番

前
の
練
習
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま

す
。
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ホ
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ホ
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ッ
・
・
・
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と
止
ま
っ

て
ば
か
り
、
耳
を
澄
ま
し
て
聞
い

て
い
る
こ
ち
ら
が
緊
張
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ウ
グ
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ス
ほ
ど
複
雑
な
さ
え
ず

り
は
し
な
い
国
内
の
キ
ツ
ツ
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で

最
大
の
ク
マ
ゲ
ラ
は
、
森
の
中
で

叩
く
と
よ
く
音
が
響
く
木
を
探
し

出
し
て
は
、
ド
ラ
ム
ロ
ー
ル
の
よ

う
に
軽
快
に
「
タ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
」

と
木
を
叩
き
、
そ
の
後
す
か
さ
ず

「
キ
ョ
ー
ン
」
と
雄
た
け
び
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
声
が
一
日
に

何
度
も
何
度
も
響
き
、
森
が
一
気

に
に
ぎ
や
か
に
。
春
の
陽
射
し
を

浴
び
な
が
ら
歌
う
の
は
さ
ぞ
か
し

気
持
ち
が
良
さ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
野
鳥
た
ち
の
奏
で
る
音
も

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
１
つ
で
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
季
節
を
知

る
以
外
に
も
、
周
囲
の
自

然
の
変
化
か
ら
季
節
の
移
ろ
い
を

感
じ
る
事
の
で
き
る
と
い
う
の

は
、
と
て
も
素
敵
な
こ
と
で
す
。

特
に
冬
か
ら
春
は
劇
的
に
変
わ
っ

て
い
く
の
で
、
毎
日
春
探
し
が
楽

し
い
４
月
で
す
。

『 

春
探
し 

』

クマゲラのドラミング

ひとやすみ中のウソ

湖畔に咲く福寿草


